
「ごみゼロ共創ネットワーク」
• 2022年度に「TEAM EXPO 2025 共創パートナー」として活動開始

•窓口は京都超SDGsコンソーシアム（京都府・京都市・京都大学・総合地球環境

学研究所・民間企業約２０社）で、関西広域連合を始め、全国の団体・人とも連携
※２０２４年５月 ごみゼロアプリの利用に際し、大阪府と連携協定を締結し、活動をシンカさせています。

• 2025年大阪・関西万博開催に向けたレガシーづくりの一環として、ごみゼロに向

け、多様なプレイヤーを巻き込んだ共創のためのプラットホームを構築します。

（ベースとなったアプリは原田先生のごみマップ） 具体的には、全国のクリーン

アップ活動の優良事例の共有や効果・取組の可視化、学術・技術分野との連携

によるブレークスルー、上流対策を含む提言等を目指します。個々で保有するには

「もったいない」熱意やノウハウを、ネットワーク化することで、2040年大阪ブルー

オーシャンビジョン達成に向けた大きなムーブメントに繋げたいと考えています。
本取組みが2025年日本国際博覧会「ベストプラクティス」に選定されました。https://www.expo2025.or.jp/news/news-20241118-01/

https://www.expo2025.or.jp/news/news-20241118-01/


無料提供「ごみゼロアプリ・Web」でどのようなことが出来るの？

個人支援

自治体支援

●清掃活動時、簡単な操作で以下の情報が登録可能
・登録内容「軌跡・歩数・時間」や「ごみ種別とトータル質量」
・活動が他の参加者に共有され、承認欲求が満たされる？
※近日中に個人のSNSと連携予定

団体支援
●団体のPRページが無料で作成できます
●清掃活動イベントの作成・告知・募集・集約
・団体メンバー限定or一般参加が選択可能
・管理者はイベント参加者が事前に確認可能
・当日の活動がリアルタイムに発信可能
●団体の見える化
・イベント＋メンバーの個人活動も集約可能
・上位組織の登録が可能（例：本社と支店のツリー）

●管轄内のごみの散乱・清掃活動の状況を確認（DL有）
●地域清掃イベントの作成・告知機能（強調月間など）

《ごみ登録》 《タイムライン》 《TL詳細画面》

《PRページ①》《続き②》《続き③》 《イベント告知》



ご提案「全国川ごみネットワーク」×「ごみゼロアプリ」＝何ができる？
《全国川ごみネットワークのページ》

イベント

①ネットワーク化された団体の見える化
全国川ごみネットワークと関係団体を紐づけることで、清掃活動の
実績値が集計され、活動量の見える化に貢献できます

②イベント
メンバー限定イベント以外に、水辺のごみ見っけ！のように、一般
参加募集型のイベントも作成することができ、参加者から送られ
る情報を集約するための作業が軽減されます

全国川ごみネットワーク 団体A

イベント② 2L

イベント① １L

個人①  3L

個人②  4L

イベント ３L

個人 7L

トータル 10L

団体B

イベント② 4L

イベント① 3L

個人①  5L

個人②  6L

イベント 7L

個人 11L

トータル 18L

イベント 10L

個人 18L

トータル 28L

実際の集計値は、
①清掃活動範囲：マップ
②歩数
③時間
④ごみの種別
たばこ・ペット・缶瓶・プラ・紙・その他

⑤ごみの堆積（L）



・2019年６月27日、SDGs先進都市である京都市をフィールドに産学公
が連携し、SDGsの達成に向けてともに考え、行動し、発信する「京都 
産学公 SDGsプロジェクト」が発足
・プロジェクトを推進し、SDGsの社会実装を目指すためにシンポジウムや
博覧会等による発信・情報交換を実施

代表 総合地球環境学研究所 教授 浅利美鈴
プロジェクト事務局 ：光本 年男
問い合わせ先 ： info530.meeting@gmail.com

Supported by 一社)びっくりエコ研究所
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